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録計を設置し 計測日 計測時間帯を異にして収集した実測値を基にいくつかの /*mメッシュ気温分布図
を作成した 過去 +0年間に渡り毎年行ってきたキャベツの凍害実態調査結果をもとに /*mメッシュ気温
分布図が凍害発生の危険地区を示すことができるかどうかを検証した その結果 晴天 低温および弱風条
件下という とくに冷え込みが厳しい条件下でのデタを元に作成した /*mメッシュ気温分布図は 凍害
実態調査結果で示された凍害発生率の高い地区が他の地区よりも一段と低温になることを示すことができる
ことが明らかとなった 一方 日中では 凍害発生率の高い地区は高温で示された /*mメッシュ気温分布
図で凍害の多発地区を把握するには このような条件を絞り込んだ上で作成する必要があると考えられた




温 0.. 同最低気温 ,.1 を生かして キャベツやダイ
コンの栽培が盛んである このうちキャベツでは 2月下旬
に播種 +,-月にかけて収穫される約 .** haの冬どり




である 春系	 の品種が栽培されている しかし 冬期温
暖とはいえ 低温に対しては限界に近い条件で栽培されて
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試 験 方 法
 被害実態調査
三浦市および横須賀市南部に広がっているすべてのキャ
ベツ栽培地帯 -/地区にある圃場を対象とした 図 + +地
区につきランダムに概ね +* a以上の /圃場を調査対象と





から * 無発生 + 一部発生が認められるが商品価値は
失っていないもので被害面積が /以下であるもの ,
出荷は可能で被害面積が 0,*のもの - いわゆる剥
き球としての出荷は可能で被害面積が ,+/*のもの










ここでYは発生度 iは株番号 Xiは株 iの発生指数を
示す
なお 被害調査は +32-年から +333年に至るまで 毎




の温度記録計 Thermo Recorder TR/,タバイエスペック
社製 を放射の影響を避けるために 厚さ - cmの断熱材
にアルミホイルを貼り付けて内径が +* cm, 高さ -* cmの
通気性に優れた円筒形容器を作製し その中に吊して高さ
+./mの気温を測定した 温度記録計は /分毎に計測およ







+332年 -月 +/日夕刻から +0日早朝にかけてと +332年 -
月 +1日夕刻から +2日早朝にかけての時間帯を選定して両














気温の実態調査結果から +332年 -月 +.日の ++時から
+/時にかけての平均気温および +332年 -月 +0日の *時
から -時までの平均気温を示した /*mメッシュ気温分布






図 +に示した -/地区のうち 経験的に年度によって甚
大な凍害が発生する地区である長井新田地区 代表地点か
五十嵐大原鈴木井上松山石原2
ら ,.. km 同様にやや凍害発生率が高い地区とされてい
る津久井高田地区 同 ..*km および比較的凍害発生率の



















比較的冷え込みが厳しいと思われた +332年 -月 +/日
夕刻から +0日早朝にかけてと +332年 -月 +1日夕刻から
+2日早朝にかけての両夜の *時から -時までの平均気温
デタをもとに作成した /*mメッシュ気温分布図および
+332年 -月 +.日の ++時から +/時にかけての同分布図を








図 + 三浦半島南部のキャベツ栽培地帯 	印
図 , 主な地区の年度別凍害発生率 左 および発生度
図 - /*mメッシュ気候分布図
上段 -月 +2日 -時0時 中段 -月 +0日 -時0時




れた なお 代表地点の気温は ,.-であった
被害実態調査結果を示した -カ所および半島全体 -0カ
所 の実測値による -時間毎の平均気温推移を図 .に示し









示す これによると +/+0日は明け方にかけて風速が +





一方 -月 +.日の ++時から +/時にかけての気温は 図
-にも示されているように 長井新田地区が +0.+と最も





メッシュ温度との関係を調査した 図 0および 1に +332
年 -月 +.日 ++時から +/時 -月 +0日 -時から 0時にか
けての平均気温の /* mメッシュ分布図上の気温と +33*
年および +33-年の被害率との関係を示した これによる





た +332年 -月 +.日 ++時から +/時にかけての平均気温
を示した /*mメッシュ気温値と凍害発生率との間には




代表地点の気温をみる限り -月 +/日夕刻から +0日早




すなわち 代表地点の気温が同じであっても 図 .に示
したように 例えば長井新田地区のような凍害発生率の高
い地区では -月 +/日夕刻から +0日早朝にかけては気温
図 / 代表地点の気温および風速の推移
図 . 地区別の気温 -時間平均気温 の推移
左 +332. -. +/+0 右 +332. -. +1+2
図 0 メッシュ図上の気温と凍害発生率との関係































高かったことは 日中は 下畑 通風不良 平坦 と
いった条件が 地表面の純放射による受熱量が風によって
運ばれにくく また顕熱として奪われにくかったためと考
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The Relationship between Cold Injury Occurrence
to Cabbage and /*m Mesh Climatic Information
By
Daizou IGARASHI*, Genji OOHARA**, Kunihiko SUZUKI*, Tomoaki INOUE*,
Akihiko MATSUYAMA*** and Yoshiyuki ISHIHARA****
(Received August ,-, ,**./Accepted January ,2, ,**/)
Summary : We investigated the relationship between /*mmesh climatic information and the cabbage
cold injury occurrence on cabbages cultivated in the Miura peninsula. The cold injury data of
cabbage was obtained in the ﬁeld investigation from +32- to +333. The /*m mesh climatic data was
calculated based on the data collected using thermorecorders in +332.
Information of /*mmesh climatic data which show the danger area for cold injury, was that it is
e#ective at the time of limited meteorological conditions on clear nights under low temperature and
the weak wind speed. The temperature of the area where cold injury occurred at a high rate was the
lowest temperature on a clear night when the wind was weak on the /*mmesh climatic data. In order
to create the /*mmesh climatic charts for cold injury prevention, we must create then using the data
by the temperature measurement under low temperature and weak wind speed condition on clear
nights.
We thought that the /*mmesh climatic information was an e#ective application to show the ﬁeld
in which cold injury is di$cult to occur, and could be utilized for ﬁnding the ﬁeld whose occurrence
of cold injury on cabbage is low.
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